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要　　　旨
本稿は、その定義や指標に焦点を当てながら、日本国内における「インターネット依存」に関する
調査研究のメタ分析を行うものである。
CiNiiやNDL-OPACから「インターネット依存」や「携帯電話依存」についての実証的研究を行っ
た論文53編を抽出して分析したところ、海外の状況と同様にその定義や用語の使い方が曖昧であるこ
とが明らかになった。また、指標については、DSM-IVを転用したYoung（1996, 1998）の尺度を基
盤にするものに加え、自由回答から作られた項目で構成される尺度が開発されているという独自性が
見られた。サンプルや因果関係の仮定に偏りがあることも問題点として挙げられた。
日本でも「インターネット依存」の概念検討は不充分な状況にあり、言葉のみが拡散している可能
性がある。本稿では、このような状況で「インターネット依存」に対する対策が採られることには注
意が必要であると主張している。
ABSTRACT
This article reports the results of a meta-analysis of empirical research on Internet addiction reported in
academic journals in Japan. This research especially focuses on the definition and the measurement of
Internet addiction.
Searches of CiNii and NDL-OPAC found 53 academic empirical studies including those about mobile-
phone, online game and SNS addiction/dependence. The analysis showed that these studies have
adopted no standard terminology and their definitions vary widely.
Furthermore, the scales that measured Internet addiction have also been developed differently. Some
adopted DSM-IV to the Internet  use and others have developed original scales made from open-ended
questionnaires. Sample selections and hypotheses regarding  causal relationships in the studies have
been biased.
This article concludes that clearer construct examinations of Internet addiction are needed in future
research.
１．問題提起
1990年代半ばから本格化したインターネットの普
及と一般化は、ビジネスやサービスの在り方を大き
く変え、人々のライフスタイルにも多くの変化をも
たらした。総務省の『情報通信白書』によれば、国
内のインターネット利用者数は1億人に迫る勢いを見
せており、とりわけ10歳代～40歳代にかけての利用
率は95％前後の高水準へと至っている。わずか20年
弱の間に、インターネットは人々の生活に密着した
メディアへと成長を遂げたのである。
この新しいメディアが人々の心理的健康や人間関
係に与える影響についての研究も、国内外を問わず
早い段階から行われてきた。そのひとつに「インタ
ーネット依存」に関する議論がある（「中毒」という
言葉も頻繁に使われるが、本稿では便宜上「依存」
を用いる）。「インターネット依存」は、アメリカの
Young（1996,1998）らによって広められた語である
が、インターネットの普及とともに世界各国でこれ
を扱う調査研究が進められるようになった。日本で
も「ケータイ（携帯電話）依存」「SNS依存」などの
類似語・派生語と共に広く認識されるようになって
おり、2013年8月1日に発表された厚生労働省の研究
チームによる中高生を対象とした調査結果が各メデ
ィアで大々的に扱われるなど社会的関心も高い。
だが、調査研究のレビューを行ったByun at al.
（2009）やWeinstein & Lejoyeux（2010）によると、
「インターネット依存」研究にはいくつかの重大な問
題があるという。ひとつは、「インターネット依存」
は定義が曖昧であり、明確な基準がないという点で
ある。例えば、アメリカ精神医学会（American
Psychiatric Association, 1994）が発行するDSM-IV
（Diagnostic and Statistical Manual of Mental
Disorders IV）に準じる精神疾患として「インター
ネット依存」を位置付けようとする考え方もあれば
（Young,1996,1998）、過剰摂取が障害を生むという
物質依存のモデルを一般的行動に拡大する考え方を
インターネットに適用する見方もある（Griffiths,
1998）。つまり、「インターネット依存」とは何を指
しており、何が問題であるかという基本的な前提が
学術的に共有されているわけではないというわけで
ある。
これに関連して、「インターネット依存」の指標に
関わる問題も指摘されている。「インターネット依
存」の調査研究を概覧すると、これを計測する尺度
を用いて依存者・非依存者の区分を設けたり、ある
いはその度合いを数値化して、インターネットの利
用パターンや心理傾向などとの比較を行う方法が主
流となっており（例えば、Whang et al., 2003）、そこ
で用いられる尺度の開発も散見される（例えば、
Caplan,2002; Morahan-Martin & Schumacher,
2000）。だが、これらの調査で用いられる指標には
一貫性がなく、異なる尺度を同じ「インターネット
依存」という用語で括るという状況が生み出されて
いる。
上述した状況は、とりわけ米国を中心に展開され
てきた議論であり、批判の対象となっている調査も
すべて英語文献のそれである。だが、日本において
これらの状況がどの程度当てはまるかについては推
測の域を出ていない。例えば、和田（2002）はアメ
リカで開発された尺度が日本では適用できないこと
を早くから指摘しており、これを受けて全く異なる
考え方や指標が用いられている可能性がある。また、
日本ではインターネットと同じ文脈で携帯電話やオ
ンラインゲームの「依存」が論じられることが少な
くない。携帯電話によるインターネット利用が盛ん
であることも踏まえると、日本独自のメディア文化
が「インターネット依存」の考え方に影響を及ぼし
ている可能性もある。
以上の観点から、本稿では、上述した定義と指標
の問題を中心に、日本国内で行われてきた「インタ
ーネット依存」に関する実証的調査のメタ分析を行
う（本稿では、携帯電話やオンラインゲーム、SNS
の「依存」について扱ったものについても分析対象
に含むこととする）。
まず、定義の問題については、それぞれの調査研
究で「インターネット依存」がどのように説明され
ているのかという点に加え、「インターネット依存」
に類する概念にどのような語が充てられているのか
について探る。例えば、海外ではInternet Addiction
の語が多く充てられているが、Internet Dependence
（Lin & Tsai,2001）やInternet Addiction Disorder
（Wang,2001）、あるいはより広範な意味を込めて
Pathological Internet Use（Davis,2001; Morahan-
Martin & Schumacher,2000） や Problematic
Internet Use（Davis et al,2002; Caplan,2002）とい
う語が充てられることもある。これらはインターネ
ット利用についての異なった理解を反映したものと
見られるが（Beaed & Wolf,2001）、どのような語を
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充てるかという点からそれがどのような概念である
と考えられているかを推察することもできよう。
指標の問題については、どのようにして「インタ
ーネット依存」を測っているのかという点に注目す
る。先述したように、欧米では多様な尺度が開発さ
れているが、その多くがDSM-IVを転用・参照した
ものである（Byun at al.,2009）。どのような指標が
用いられているかを探ることは、「インターネット依
存」がどのように捉えられているかを逆説的に知る
ためにも有効であると考えられる。
さらに、Byun at al.（2009）は、これまでの調査
研究が若者ばかりを対象としていることや、因果関
係の分析には踏み込めていないことも指摘している。
本稿では、日本での研究がこれらの課題を克服する
ものへと至っているのかについても検討したい。
２．方法
本稿の目的は、日本で「インターネット依存」が
どのように定義・計測されてきたかを明らかにする
ことである。そこで、分析の対象を日本で公式に刊
行された学術論文に絞ることとした。「インターネッ
ト依存」に関するウェブ調査は多く見られるものの、
全て網羅することが不可能であるという点も勘案し
て除外することとした。
具体的な調査手続きは、以下の通りである。
（１）CiNii（国立情報学研究所学術論文データベー
ス）およびNDL-OPAC（国立国会図書館データベー
ス）で「インターネット」「携帯電話」「SNS」「オン
ラインゲーム」と「依存」「中毒」の組み合わせで検
索を行った。ヒットした学会誌論文や紀要論文は一
旦全て記録した。報告書や学会発表論文は、データ
ベースに登録されていないものや、刊行されていない
ケースも多いと考えられるため分析対象から除外し
た。
（２）抽出した論文の現物を確認しながら、評論や解
説、エピソード的記述のみが記載されているものを省
くなど、実証的調査に絞り込んでいく作業を行った。
また、条件を同じにするため、日本国内での調査に限
定し、日本語で書かれた論文に絞った。さらに、これ
らの論文で引用・参照されている文献についても確認
して、必要に応じてリストに加えることとした。
（３）最終確認地点を2013年6月1日と定め、この時点
までに検索できた53編を国内で刊行された「インター
ネット依存」に関する学術論文と同定した（巻末参
照）。同じ調査データを用いているものも一部で見ら
れたが、本研究は厳密な数量比較をすることが目的
ではないため、それぞれ別論文として内容を精査する
こととした。
（４）それぞれの論文が「依存」の対象として扱って
いる媒体、「依存」に関わる概念として用いている用
語、「依存」を計測するために用いている指標、調査
の方法と対象、論文の中で比較されている主な変数
などを記録した一覧を作成した。。
３．結果
インターネットを対象とした論文（24編）よりも、
携帯電話あるいは携帯メールを対象とした論文（28
編）が多く刊行されていた（一部重複）。携帯電話の
場合は「携帯電話」の場合と「携帯メール」に限定
される場合とに分かれるが、SNS（河井, 2012）や
オンラインゲーム（平井・葛西, 2006）を扱ったも
のがわずかであるのに対して、携帯電話を扱った調
査が多い点は、日本のメディア環境を反映している
ように思われる。
（１）「インターネット依存」の定義
各論文で「インターネット依存」がどのように定
義されているかを見てみると、「寝食を忘れてインタ
ーネットにのめり込んだり、ネットへの接続を止め
られないと感じるなど、インターネットに精神的に
依存した状態」という小林ら（2001）の定義を紹介
しているもの5編を含め、26編で何らかの定義が与
えられていた。「インターネットに過度に没入してし
まうあまり、コンピュータや携帯が使用できないと
何らかの情緒的苛立ちを感じること、また実生活に
おける人間関係や日常生活の心身状態に弊害が生じ
るにもかかわらず、インターネットに精神的に依存
してしまう状態」（鄭,2008）という丁寧な記述も見
られるものの、「道理を弁えない使用」「節度を超え
た利用」など抽象的な定義を与えているものも少な
くない。また、「心が乱れて落ち着かない」「不安に
なってしまう心理状態」という精神的側面に言及す
るものもあれば（井田,2003; 竹内・金山,2010）、「過剰
な利用」「長時間利用し、それによって学業や社会生
活に支障をきたす」など、目に見える側面から捉え
ようというものもある（大野ほか,2011; 田山ほ
か,2012）。いずれにせよ、「インターネット依存」の
語に対して与えられている意味は多彩であり、日本
でも定義の問題は克服されているとは言えそうにな
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い。「インターネット依存」は多面的なものである可
能性もあるが、そうであれば精神的な側面と物理的
な側面がどのように関連し合っているのか、それを
「インターネット依存」という語のもとでどのように
統合するのかという検討が必要になると思われる。
一方、半数を超える28編では「インターネット依
存」に関する説明が一切なく、これが自明のものと
扱われていた。先述した抽象的な定義を含め、「イン
ターネット依存」という言葉のみが拡散している状
況が指摘できよう。
「インターネット依存」に類する概念をどのような
語で表すかについても統一されているとは言い難い。
分析対象の論文では「依存」「中毒」「依存傾向」と
いう語のいずれかが使用されていたが、各用語間で
の意味付けの違いや意図的な使い分けは見出せなか
った。同じ論文の中で、あるいは同じ著者が別の論
文で「中毒」「依存」の両方を明確な区別なく使用し
ているケースもあった。ただし、初期の論文（例え
ば、橋元ほか, 2002; 和田, 2002, 2003）に比べて、近
年は圧倒的に「依存」の使用が好まれており、「中
毒」の使用が大幅に減少している傾向は見出せた。
英語タイトルや英語要約を見ると用語の恣意性が
一層目立つ。「中毒」がaddictionとされている点で
は一貫しているが（例えば、甘佐ほか, 2004; 岡本,
2008; 和田, 2002, 2003）、「依存」については、これを
addictionとしているものもあれば（例えば、春日・
伊藤, 2004; 大野, 2012; 山脇ほか, 2012）、depend-
enceとするものもある（例えば、坂西, 2011; 仁尾ほ
か, 2009; 白石ほか, 2011）。必ずしも全ての論文で英
語表記が付されているわけではないので厳密な評価
は難しいが、「インターネット依存」が曖昧な概念で
あることが示されている例とも言えよう。欧米でも
「正式に受入れられている呼び名はない」（Morahan-
Martin & Schumacher, 2000）ので、これは日本独
自の問題というわけでもない。ただし、英語での多
様性に日本語での多様性が加わることで、どの語が
何を指すかということに関する広がりが増幅してい
る可能性はある。
（２）「インターネット依存」の指標
では、これらの調査研究で「インターネット依存」
と称される病理はどのように測定されているのであ
ろうか。依拠するものが最後まで不明だった論文も
数編あるが、原典となる尺度のバリエーション自体
は必ずしも多いわけではなく、大きく２つのアプロ
ーチに分けられた。
最も多いのは、「インターネット依存」の問題を提
起したYoun g（1 9 9 6）のDQ（D i a g n o s t i c
Questionnaire）およびYoung（1998）のIAT
（Internet Addiction Test）を用いた調査である。
改変・省略はあるものの、半数近い調査でこのいず
れかが用いられている。DQは、8項目で構成される
質問項目であり、そのうち5項目以上が該当すれば
「インターネット依存」であると判断される。Young
（1996）によれば、インターネットの利用はギャン
ブルに症状が似ており、DSM-IVのギャンブル依存
項目を転用することで「インターネット依存」を判
定できるという。
IATも、DSM-IVのギャンブル依存項目およびア
ルコール依存項目をもとに作成された20項目の質問
群である。5件法で100点満点になり、70点以上が重
大な依存状態にあるとされる（Young, 1998）。日本
では、長田・上野（2005）が59/60点をカットオフ
ポイントと設定している。
英語文献にはDSM-IVを根拠にした尺度が数多く
見られるが、日本では、DSM-IVに依拠した尺度は
上述した2件に限られ、大野ら（2011）が検証作業
として用いているもの以外に、海外で作成されてい
る多様な尺度の使用は見られなかった。
なお、DSM-IVを「インターネット依存」の根拠
とすることには多くの問題がある。例えば、DSM-
IVでは、アルコールのような物質関連障害と、ギャ
ンブルに代表される衝動制御障害は別の精神病理と
されているが、「インターネット依存」ではそれぞれ
を転用した尺度を見つけることができる。さらに、
ギャンブルやアルコールに使われる指標が「インタ
ーネット依存」の指標として安易に転用されている
との批判もある（Beard & Wolf, 2001）。そもそも、
「インターネット依存」自体がDSM-IVに掲載されて
いるわけでもなく、「似ている」という理由で尺度が
転用されているに過ぎない。2013年5月に改訂され
たDSM-Vでも「インターネット依存」の掲載は見送
られた。つまり、DQやIATの理論的根拠は不充分
なのである。したがって、これらの尺度で「インタ
ーネット依存」を判断するためには、これにより「イ
ンターネット依存」を計測できるという理論的説明
が求められると言えよう。
残る半数は、鄭（2007）の「インターネット依存
傾向尺度」、戸田ら（2004）の「CPDQ（Cellular
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Phone Dependence Questionnaire）」、今野ら（2004）
の「ケータイ依存尺度」、吉田ら（2005）の「携帯
メール依存尺度」といったオリジナル尺度、あるい
はその改変によって占められている。これらの共通
点は、自由記述による予備調査やディスカッション
によって質問項目が検討・設定されているという点
である。
戸田ら（2004）は「時間的あるいは道義的に節度
を超えた携帯電話の使用」を念頭にブレーンストー
ミングによって項目を考案しており、今野ら（2004）
も「携帯電話の利便性の認知および携帯電話が使え
なかったりする際の不安感に関する項目」を合議に
よって作成している。この両者は、調査者自身が「イ
ンターネット依存」を定義していると言える。一方、
鄭（2007）は、インターネットをするとき、繋げな
いとき、夢中になったときの心身状態をそれぞれ自
由回答で問う予備調査から項目を作成しており、吉
田ら（2005）も「メールに依存していると感じると
き」などの質問で大学生から情報収集を図っている。
ここでは、人々が「インターネット依存」をどのよ
うなものであると考えているかを「インターネット
依存」の基準としている。
これらの尺度は「インターネット依存」に関する
知識は社会的に共有されているとの前提に立って作
成されている。合議にせよ、自由回答の予備調査に
せよ、「インターネット依存」とは何かという社会的
知識をボトムアップ的に「インターネット依存」の
質問項目として用いたものは英語文献ではほとんど
見られない。この種の尺度が用いられている点が、
日本的な特徴であるとも考えられる。
ただし、これらの調査では「インターネット依存」
とは何かという社会的知識を「インターネット依存」
を計測する根拠としている。言い換えれば、「インタ
ーネット依存」か否かを「インターネット依存」と
は何かで判断するというトートロジーが生じている
のである。共有されている社会的知識を尺度化する
ことは必ずしも批判すべき手法ではないが、「依存」
という病理的用語を冠する概念に相応しい手法かと
いう点は検討の余地があろう。
この他、メール送受信数や利用時間で「依存」を
判断するものも一部で見られたが（例えば、竹内・
金山, 2010, 田山ほか, 2012）、これらを「依存」とす
る根拠は示されていない。
（３）サンプルと因果関係
「インターネット依存」の調査対象とされているの
は圧倒的に大学生を中心とした若者世代が多く、橋
元ら（2002, 2004）一部の例外を除くと、非若者層
を調査対象としたものは見られなかった。これは
Byun at al.（2009）が指摘する欧米の状況と同じで
ある。調査における制約面が大きいことは推察でき
るが、「インターネット依存」は若者の現象であると
認識されていることもこの背景にあるように思われ
る。中高生を対象とした調査も複数あり（例えば、
西村・遠藤, 2010; 戸部ほか, 2010）、「インターネット
依存」が教育上の懸念として捉えられていることも
示されている。
さらに、「インターネット依存」がどのような変数
との関係で扱われているかについて見ると、デモグ
ラフィック要因や媒体の利用状況との関連を示した
ものに加えて、社会的・心理的要因との相関分析、
多変量分析が積極的に行われている。ただし、「イン
ターネット依存」の原因または結果として社会的・
心理的不適合状態があるとの仮説の上に論が展開さ
れているものが圧倒的に多い。具体的には、不安（甘
佐ほか, 2003）、社会的スキル（今野ほか, 2004; 柴
田・菅, 2012; 柴田・松本, 2011）、ストレス（金,
2007; 戸田ほか; 2004）、孤独感（井田, 2003; 伊藤,
2009; 中川, 2008; 吉武, 2009）、精神的健康（平井・葛
西, 2006; 西河・丸山, 2011; 鄭, 2008）など、ネガティ
ブな要因との関係について論じられているものが目
立つ。「インターネット依存」はネガティブな社会
的・心理的要因に起因する、あるいはネガティブな
結果を生み出す病理的行動であるという研究態度が
共有されていると見られる。ただし、「インターネッ
ト依存」が原因となっているのか、あるいは結果で
あるのかという因果関係について明らかにしたもの
は見られなかった。
サンプルが若者に偏っていること、ネガティブな
要因との関連が主要な調査テーマであることは、「イ
ンターネット依存」が若者の現象であることやネガ
ティブな因果を有することを意味するわけではない。
これらのアプローチが多いということは、これら以
外のアプローチがほとんど採られていないことと同
義であり、「インターネット依存」を若者やネガティ
ブな要因と結びつける知見のみが産出される可能性
が高いことを意味する。「インターネット依存」がネ
ガティブな因果を有した若者の病理であるという結
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論に与する根拠は今のところ見出せていないのであ
る。
４．討議
「インターネット依存」に関する研究は現在も増加
傾向にある。だが、本稿で指摘したように、「インタ
ーネット依存」には、未だそれがどのようなもので
あるかという統一的な定義がない。それにもかかわ
らず、「インターネット依存」は危惧すべき病理であ
るという認識のもとで指標が作られ、調査が行われ、
議論が展開され続けている。その結果、「インターネ
ット依存」についての社会的知識がさらに増加する
という循環が生じている可能性がある。
本稿は、インターネット利用には一切の問題がな
いということを主張するものでも、「インターネット
依存」の存在を真っ向から否定するものでもない。
また、メタ分析の対象となった学術論文を含め「イ
ンターネット依存」に関する多くの研究を批判する
ものでもない。少なくとも、人々のインターネット
利用に関わる要因や社会的懸念に対する学術的な対
応を行うという点で、これらの調査研究は有意義な
ものである。
だが、これらの調査を根拠として、「インターネッ
ト依存」は大きな社会問題であり、治療や対策を必
要とするものであるという提言に踏み込むのであれ
ば、その前提となる概念や尺度はかなり不安定であ
ること、明確な根拠が存在するわけではないことを
認識する必要があると思われる。学術的な観点から
は、まずその病理としての定義や基準を精査し、そ
れをもとに判定・数値化するという正当な態度が求
められるべきであると考える。
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